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足寄町の日最高気温

　　　　　　ランキング

　

５
月
26

日
「
第
38

回
足
寄
ふ
る
さ
と
花
ま

つ
り
」
（
実
行
委
員
会
主
催
、
山
下
昇
実
行

委
員
長
）
が
役
場
横
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
猛
暑
日
と
な
る
天
気
予
報
が

出
さ
れ
、
熱
中
症
等
に
な
る
危
険
が
高
い
た

め
、
恒
例
の
カ
マ
ス
挙
げ
大
会
や
丸
太
切
り

競
争
な
ど
を
中
止
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
短
縮

し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
の
観
測
史
上
最
高
と
な
る
気
温
38

．
8

度
を
記
録
し
た
こ
の
日
は
、
会
場
に
は
観
光

客
や
家
族
連
れ
な
ど
町
内
外
か
ら
３
０
０
０

人
が
訪
れ
、
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
や
焼
き
肉
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

町
民
ス
テ
ー
ジ
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
足

寄
雌
阿
寒
太
鼓
保
存
会
が
登
場
し
、
勇
壮
な

太
鼓
の
演
奏
を
披
露
。
続
い
て
、
吹
奏
楽
や

カ
ラ
オ
ケ
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
な
ど
町

内
で
活
動
し
て
い
る
団
体
が
出
演
し
、
訪
れ

た
観
客
ら
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
の
最
後
に
は
、
も
ち
ま
き
が
行
わ

れ
、
猛
暑
の
中
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
あ
ふ

れ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

第38回

足寄ふるさと
花まつり

足寄ジュニアブラスバンド 雌阿寒太鼓保存会足寄中学校吹奏楽部

足寄ヒップホップダンスサークルフラ　ハーラウ　ヒナノ 足寄学吟会

とかち青空レディの瀧澤咲季さん

足寄高等学校吹奏楽局足寄新声会足寄カラオケ同好会

気
温
38

．
８
度
の
猛
暑
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
史
上
最
高
気
温
に
！

　

当
日
（
26

日
）
の
北
海
道
は
、
上
空
に
５
月
と
し
て
は
記
録
的
な
暖
気
が
流

れ
込
ん
だ
影
響
で
年
間
を
通
し
て
の
北
海
道
記
録
や
５
月
の
全
国
最
高
気
温
を

更
新
す
る
ま
で
に
気
温
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

本
町
の
こ
れ
ま
で
の
最
高
記
録
は
平
成
22

年
６
月
26

日
に
観
測
さ
れ
た
37

．

１
度
で
し
た
が
、
午
後
２
時
40

分
に
は
38

．
８
度
を
記
録
し
、
こ
れ
を
大
き
く

更
新
し
ま
し
た
。

　

同
日
の
最
高
気
温
は
網
走
地
方
の
佐
呂
間
町
で
39

．
５
度
と
北
海
道
の
観
測

史
上
初
め
て
39

度
台
ま
で
上
が
り
ま
し
た
。

５月26日北海道の気温

　　　　　　ランキング

　

北
海
道
の
こ
れ
ま
で
の

最
高
記
録
は
、
５
月
の
記

録
が
33

．
９
度
（
平
成
８

年
北
見
市
）
年
間
の
記
録

が
37

．
８
度
（
平
成
26

年

音
更
町
・
大
正
13

年
帯
広

市
）
で
こ
れ
を
大
き
く
更

新
す
る
暑
さ
と
な
り
ま
し
た
。

順位 気温 観測日

1位 38.8度 令和元年５月26日

2位 37.1度 平成22年６月26日

3位 36.6度 平成29年７月15日

4位 36.3度 平成27年７月12日

5位 36.2度 平成29年７月14日

6位 36.0度 平成11年８月９日

7位 35.7度 平成29年７月13日

8位 35.7度 平成11年８月11日

9位 35.6度 平成19年８月15日

10位 35.6度 昭和58年８月６日

順位 気温 地点名

1位 39.5度 佐呂間

2位 38.8度 足寄

2位 38.8度 池田

2位 38.8度 帯広

5位 38.5度 湧別

6位 38.4度 糠内

7位 38.1度 北見

7位 38.1度 芽室

9位 38.0度 津別

9位 38.0度 更別
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町 の 財 政 状 況（平成31年３月31日現在）

平成30年度予算の執行状況をお知らせします。

【農林水産業費】　 農業基盤整備や農林業振興

のための経費です。

【職員費】　 特別職・一般職の給与などの経費

です。

【公債費】　借入金の返済金、利子など

【民生費】　 幼児や高齢者、障がい者を援護す

るための経費です。

【土木費】　 道路改良、公営住宅の建設などの

経費です。

【教育費】　 小・中学校の改修や生涯学習推進

などの経費です。

【衛生費】　 予防接種やごみを処理するための

経費です。

【総務費】　 庁舎の管理・運営、徴税・戸籍関

係事務などのための経費です。

一般会計

企業会計の収支状況 特別会計の収支状況

歳入収入済額　７４億６，９６９万３千円

執行率　６９．５％

歳出支出済額　９０億１，２１８万４千円

執行率　８３.９％

上水道事業

収益的収入及び支出 資本的収入及び支出

予 算 額 1億6,785万8千円 8,450万0千円

収入済額 1億6,950万4千円 1,871万2千円

支出済額 1億3,524万7千円 8,412万0千円

病 院 事 業

収益的収入及び支出 資本的収入及び支出

予 算 額 12億698万4千円 1億504万7千円

収入済額 10億4,036万1千円 7,739万4千円

支出済額 11億3,906万4千円 1億225万9千円

会 計 名 予 算 額 収入済額 支出済額

国民健康保険事業 9億9,879万4千円 8億7,088万8千円 8億8,406万9千円

簡 易 水 道 1億0,540万3千円 1,032万9千円 9,875万2千円

公共下水道事業 4億6,618万5千円 1億7,646万8千円 4億2,910万1千円

介 護 保 険 9億0,141万7千円 7億6,499万9千円 7億8,748万5千円

足寄都市計画足寄市街
地区土地区画整理事業

5,377万9千円 15万7千円 5,344万5千円

介護ｻｰ ﾋ ﾞ ｽ事業 2億9,556万8千円 1億8,156万1千円 2億7,980万0千円

後期高齢者医療 1億2,377万6千円 1億1,501万6千円 1億1,968万9千円

　会計年度は４月１日から３月31日までですが、出納整理期間が５月31日まであり、この間にもお金の

出し入れがあるため、この数値は決算額とは異なります。

　

足
寄
町
議
会
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
議
員

の
皆
さ
ま
の
ご
同
意
を
い
た
だ
き
、
副
町
長

に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

渡
辺
俊
一
町
長
が
進
め
る
住
民
目
線
、
福

祉
の
充
実
、
農
林
業
施
策
の
推
進
等
を
通
し

て
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
暮
ら
し
を
守
り
「
こ

の
足
寄
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と
感
じ
て

い
た
だ
け
る
安
全
安
心
の
町
づ
く
り
を
更
に

進
め
る
た
め
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
誠
心

誠
意
全
力
を
尽
く
し
て
、
町
長
を
支
え
て
参

り
ま
す
。

　

私
は
、
中
学
ま
で
上
士
幌
町
で
育
ち
、
進

学
の
た
め
に
故
郷
を
離
れ
、
民
間
企
業
を
経

て
昭
和
62

年
４
月
に
足
寄
町
役
場
に
奉
職
い

た
し
ま
し
た
。
足
寄
町
の
職
員
と
し
て
、
ま

た
足
寄
町
の
住
民
と
し
て
32

年
間
、
総
務
、

企
画
そ
し
て
福
祉
の
分
野
を
中
心
と
し
た
業

務
に
携
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
人
に
恵
ま

れ
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
お
世
話
に
な
っ
て

き
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
そ
の
お
返
し
を

し
っ
か
り
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
思

い
が
あ
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
対
策
や
自
然
災
害
対
策
を
は
じ

め
と
し
た
足
寄
町
が
抱
え
る
課
題
に
対
し
ま

し
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
を
大
切
に

す
る
と
と
も
に
、
議
会
や
関
係
団
体
等
の
皆

さ
ま
と
連
携
を
し
て
、
課
題
解
決
に
取
り
組

み
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

前
の
副
町
長
で
あ
る
渡
辺
町
長
そ
し
て
、

そ
の
前
の
副
町
長
で
あ
る
田
中
幸
壽
元
副
町

長
を
は
じ
め
と
し
た
歴
代
副
町
長
・
助
役
の

功
績
を
お
手
本
に
、
渡
辺
町
長
が
進
め
る
人

に
優
し
い
足
寄
町
、
町
民
に
寄
り
添
い
人
を

大
切
に
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
よ
り

一
層
進
め
る
た
め
に
、
役
場
職
員
の
人
材
育

成
を
し
っ
か
り
行
う
と
と
も
に
、
職
員
が
そ

の
能
力
を
遺
憾
無
く
発
揮
で
き
る
体
制
づ
く

り
を
進
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
人
間
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
思
い
を
丁
寧
に
お
聞
き
し

て
、
職
員
と
と
も
に
こ
の
誇
り
あ
る
足
寄
町

の
更
な
る
発
展
の
た
め
に
邁
進
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
皆
さ
ま
方
の
お
力
添
え
を
是
非
と

も
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
４
年
間
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

４
月
21
日
に
行
わ
れ
た
町
長
選
挙
で
当
選
を
果
た
し
た
渡
辺
俊
一
氏
（
63
歳
）
が
５
月
１
日
か
ら
町
長
に
就
任
し
、
５
月
10

日
に
開
催

さ
れ
た
第
３
回
町
議
会
臨
時
会
で
人
事
議
案
が
同
意
さ
れ
、
５
月
11

日
か
ら
丸
山
晃
徳
氏
（
前
福
祉
課
長
、
56
歳
）
が
副
町
長
に
就
任
し

ま
し
た
。

就
任
あ
い
さ
つ

　

４
月
21

日
に
行
わ
れ
た
統
一
地
方
選
挙
に

お
い
て
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
温
か

い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
「
令
和
」
と
い
う
新

し
い
時
代
の
ス
タ
ー
ト
と
と
も
に
、
町
政
を

担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
ふ
る
さ
と
足
寄
町
に
生
ま
れ
、
育
ち
、

学
び
、
そ
し
て
副
町
長
と
し
て
の
４
年
間
も

含
め
、
42

年
間
町
職
員
と
し
て
多
く
の
皆
さ

ま
に
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
仕
事
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
度
、
町
長
と
い
う

重
責
を
担
う
こ
と
と
な
り
、
改
め
て
、
町
民

の
皆
さ
ま
か
ら
の
信
頼
や
責
任
の
重
さ
を
痛

感
し
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
、
皆
さ

ま
と
と
も
に
誠
心
誠
意
、
足
寄
町
の
発
展
の

た
め
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　

近
年
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
な
ど
地

方
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
極
め
て
厳
し
い

も
の
が
あ
り
、
足
寄
町
に
お
い
て
も
、
災
害

に
備
え
た
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
な
ど
多

く
の
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
私
は
「
人

に
や
さ
し
い　

あ
し
ょ
ろ
！
」
「
足
寄
町
の

未
来
に
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
、
町

民
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
人
を
大
切
に
す
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

全
国
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
人
口
減
少

対
策
は
、
足
寄
町
に
と
っ
て
も
喫
緊
の
課
題

で
す
。
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
を
基
本
と

し
て
、
商
工
観
光
な
ど
の
産
業
の
振
興
を
進

め
、
雇
用
の
確
保
を
図
り
、
人
口
減
少
を
抑

制
し
て
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
地
方
創
生
、
人
口
減

少
対
策
の
大
き
な
柱
で
あ
る
子
育
て
支
援
・

教
育
の
支
援
を
引
き
続
き
、
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
化
が
進
む
中
で
も
町

民
の
皆
さ
ま
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
、
医
療
・
介
護
・
保
健
・
福
祉
の
充
実

に
努
め
、
連
携
シ
ス
テ
ム
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

信
頼
さ
れ
る
行
政
運
営
に
努
め
、
す
べ
て

の
町
民
が
笑
顔
に
あ
ふ
れ
、
将
来
に
希
望
を

持
て
る
足
寄
町
の
実
現
に
向
け
、
誠
心
誠
意

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ

ま
方
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

町長

渡 辺 俊 一

副町長

丸 山 晃 徳

歳入

歳出

【地方交付税】　 国税（所得税、法人税、酒税、消費

税など）の一部から、町の財政状況

に応じて交付されるお金です。

【町税】　皆さんが納めた税金です。

【国庫支出金】　 町の特定の事務・事業に対して国か

らくるお金です。

【道支出金】　 町が行う事務・事業に対して、北海道

からくるお金です。

【町債】　 多額の資金を必要とする事業を早く完了す

るため、国や銀行などから借り入れするお

金です。

【諸収入】　預金利子、貸付元利収入など

【使用料及び手数料】　 公共施設の使用料や各種行政

サービスに関する利用手数料

などのお金です。

【財産収入】　 町の財産の貸し付け、または売払い等

によるお金です。
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開
催
し
ま
す

社
会
体
育
事
業

学
校
教
育

子
育
て
・
家
庭
教
育

お

知

ら

せ

●
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
教
室

開
催
日
　
６
月
12

日
㈬
　
13

日
㈭
　
14

日
㈮

　
　
　
　
　
　
19

日
㈬
　
20

日
㈭
　
21

日
㈮

　
　
　
　
全
６
回

時
　
間　

午
後
３
時
30

分
～
５
時

場
　
所　

温
水
プ
ー
ル

対
　
象　

小
学
1

年
生
～
６
年
生

詳
　
細　

総
合
体
育
館 

☎

25

－

３
１
９
１

●
元
気
ア
ッ
プ
運
動
教
室

開
催
日
　
７
月
３
日
㈬
　
10

日
㈬
　
17

日
㈬

　
　
　
　
　
　
24

日
㈬
　
　
全
４
回

時
　
間　

午
後
７
時
30

分
～
８
時
15

分

場
　
所　

温
水
プ
ー
ル

内
　
容　

ア
ク
ア
ビ
ク
ス

対
　
象　

18

歳
以
上
の
町
民

詳
　
細　

総
合
体
育
館 

☎

25

－

３
１
９
１

●
第
17

回
町
民
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会

開
催
日
　
８
月
25

日
㈰

時
　
間　

午
前
８
時
30

分
か
ら

場
　
所　

陸
上
競
技
場
ほ
か

内
　
容　

自
治
会
対
抗
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
競
技
、
一
般
・

小
学
生
交
流
ゲ
ー
ム
ほ
か

詳
　
細　

総
合
体
育
館 

☎

25

－

３
１
９
１

●
教
科
用
図
書
展
示
会

　

教
育
委
員
会
で
は
、
現
在
町
内
の
小
中
学

校
で
使
用
し
て
い
る
教
科
用
図
書
お
よ
び
令

和
２
年
度
小
学
校
採
択
教
科
用
図
書
審
査
用

見
本
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

目
　
的　

教
科
用
図
書
お
よ
び
採
択
教
科
用

図
書
を
公
開
し
、
教
科
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
。

期
　
間
　
６
月
14

日
㈮
～
27

日
㈭

場
　
所　

町
民
セ
ン
タ
ー

※
ど
な
た
で
も
自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

詳
　
細　

教
育
総
務
室 
☎

25

－

３
１
８
８

●
子
育
て
支
援
・
学
習
と
交
流
の
会

「
す
く
す
く
」

開
催
日
　
６
月
20

日
㈭
　
７
月
18

日
㈭

　
　
　
　
８
月
22

日
㈭
　
９
月
17

日
㈫

時
　
間　

午
前
10

時
10

分
～
11

時
50

分

場
　
所　

町
民
セ
ン
タ
ー

そ
の
他　

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※
託
児
所
も
あ
り
ま
す
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 

☎

25

－

３
１
８
８

●
子
育
て
支
援
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」

開
催
日
　
６
月
25

日
㈫
　
７
月
23

日
㈫

　
　
　
　
８
月
20

日
㈫
　
９
月
10

日
㈫

時
　
間　

午
前
10

時
～
11

時
30

分

場
　
所　

町
民
セ
ン
タ
ー
会
議
室
１
・
２

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 

☎

25

－

３
１
８
８

●
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

開
催
日
　
７
月
25

日
㈭

時
　
間　

午
前
10

時
～
正
午

場
　
所　

ネ
イ
パ
ル
足
寄

対
　
象　

乳
児
健
診
該
当
者

※
乳
児
健
診
時
に
読
み
聞
か
せ
を
し
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
を
配
布
す
る
事
業
で
す
。

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
　
細　

図
書
館 

☎

25

－

３
１
８
９

●
６
月
は
ス
ポ
ー
ツ
月
間

　

町
体
育
協
会
（
宇
野
浩
会
長
）
で
は
、
６

月
を
ス
ポ
ー
ツ
月
間
と
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
大

会
や
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
個
人
で
も
仲
間

同
士
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
今
後
予
定
し
て
い
る
事
業

　

早
朝
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
ほ
か

●
出
前
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

町
内
の
自
治
会
や
職
場
の
仲
間
と
行
う
健

康
づ
く
り
活
動
に
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
種
目
に
対
応
し
て
い
ま
す
の
で
、

総
合
体
育
館
に
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
野
外
体
育
施
設
オ
ー
プ
ン

　

野
外
体
育
施
設
を
団
体
で
利
用
す
る
場
合

は
、
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
ご
利
用

の
際
は
、
必
ず
総
合
体
育
館
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
使
用
の
際
は
、
施
設
の
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

野
外
体
育
施
設

　

自
由
広
場
、
陸
上
競
技
場
、
野
球
場
、
と

き
わ
サ
ッ
カ
ー
場
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
（
と

き
わ
・
と
き
わ
東
・
里
見
ウ
エ
ス
ト
ヒ
ル
・

し
ら
か
ば
）

※
里
見
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
は
、
公
園
再
整
備
工

事
の
た
め
Ｂ
コ
ー
ス
の
み
開
放
し
ま
す
。

詳
　
細　

総
合
体
育
館 

☎

25

－

３
１
９
１

●
郷
土
資
料
を
収
集
し
て
い
ま
す

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
郷
土
資
料
館
（
中

足
寄
）
で
収
蔵
・
展
示
可
能
な
郷
土
資
料
を

収
集
し
て
い
ま
す
。
自
宅
で
眠
っ
て
い
る
貴

重
な
資
料
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

【
特
に
収
集
し
て
い
る
資
料
】

・
昭
和
20

年
代
か
ら
50

年
代
頃
に
使
用
さ
れ

て
い
た
生
活
用
品
や
当
時
町
内
の
小
中
学

校
で
使
用
さ
れ
て
い
た
教
科
書
等
。

・
廃
校
に
な
っ
た
町
内
の
学
校
関
係
資
料

・
町
内
に
あ
っ
た
関
連
施
設
に
関
す
る
資
料

（
硫
黄
鉱
山
、
軍
馬
補
充
部
、
森
林
鉄
道
等
）

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 

☎

25

－

３
１
８
８

●
各
種
委
嘱
委
員

　

令
和
元
年
度
の
教
育
委
員
会
委
嘱
委
員
（
社

会
教
育
関
係
の
み
）
お
よ
び
社
会
教
育
関
係

団
体
の
代
表
者
を
紹
介
し
ま
す
（
敬
称
略
）
。

教
育
委
員
会
委
嘱
委
員
（
社
会
教
育
関
係
）

社
会
教
育
委
員
の
会
議

 

委

員

長　

小
松　

洋
一

 

副
委
員
長　

伊
藤　

貴
之

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
会
議

 

委

員

長　

沼
田　

信
二

 

副
委
員
長　

松
本　

憲
治

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会

 

委

員

長　

宇
野　
　

浩

 

副
委
員
長　

阿
部　

嘉
宏

文
化
財
専
門
委
員
会

 

委

員

長　

澤
村　
　

寛

 

副
委
員
長　

齊
藤　
　

修

社
会
教
育
関
係
団
体
代
表

文
化
協
会
会
長 

阿
部　

嘉
宏

日
本
足
並
み
会
会
長 

沼
田　

正
俊

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長 

沼
田　

正
俊

青
年
団
体
連
絡
協
議
会
会
長 

荻
原　

祐
介

青
年
協
議
会
会
長 

山
口　

哲
平

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
会
長 

村
上　

勇
子

地
域
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
会
長

 

佐
々
木
寿
雄

体
育
協
会
会
長 

宇
野　
　

浩

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
本
部
長

 

阿
部　

智
一

●
町
民
セ
ン
タ
ー
か
ら

【
カ
ラ
オ
ケ
マ
シ
ン
設
置
】

　

多
目
的
ホ
ー
ル
ま
た
は
２
階
の
会
議
室
４

で
使
用
で
き
る
カ
ラ
オ
ケ
マ
シ
ン
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
１
時
間
５
０
０
円
で
利
用
で
き

ま
す
（
別
途
会
場
使
用
料
金
が
か
か
り
ま
す
）

の
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
館
外
へ
の
貸
し
出
し
等
は
で
き
ま
せ

ん
。
利
用
に
つ
い
て
は
、
決
め
ら
れ
た
ル
ー

ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

※
使
用
で
き
る
部
屋

　

多
目
的
ホ
ー
ル
・
会
議
室
４
（
部
屋
の
使

用
料
金
は
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

【
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ

-

Ｆ
ｉ
が
利
用
で
き
ま
す
】

　

町
民
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
図
書
館
で
フ
リ
ー

Ｗ
ｉ

-

Ｆ
ｉ
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
パ
ス
ワ
ー
ド
等
は
館
内
数
カ
所
に
掲

示
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 

☎

25

－

３
１
８
８



89 ２０１９年（令和元年）６月号　広報あしょろ２０１９年（令和元年）６月号　広報あしょろ

図
書
館
ル
イ
カ
か
ら
の
お
知
ら
せ

募
集
し
ま
す

ご
相
談
く
だ
さ
い

渡辺町長といっしょに

本を返すの忘れてませんか

児童図書も充実しています

特集コーナー

根　広至
生涯学習推進アドバイザー

青木　敬二
生涯学習推進アドバイザー

化
石
教
室
の
ご
案
内

　

博
物
館
で
は
、
「
あ
し
ょ
ろ
化
石
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。
数
百
万
か
ら
数
千
万
年
前

の
地
層
を
掘
り
、
主
に
貝
化
石
の
発
掘
を
目

指
し
ま
す
。
２
回
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
家

族
で
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

①
７
月
７
日
㈰

　

「
釧
路
市
阿
寒
町
で
５
０
０
万
年
前
の
化

石
発
掘
」 

申
込
締
切
６
月
24

日
㈪

②
７
月
28

日
㈰

　

「
白
糠
町
右
股
で
３
０
０
０
万
年
前
の
化

石
発
掘
」 

申
込
締
切
７
月
16

日
㈫

※
ど
ち
ら
の
回
も
参
加
者
各
自
で
現
地
に
集

合
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
申
し
込
み
を
含

め
詳
細
は
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

詳
　
細　

博
物
館 

☎
25

－

９
１
０
０

動
物
化
石
博
物
館
情
報

池
田
で
す
 

頑
張
っ
て
い
ま
す
 

　

元
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
池

田
剛
基
主
査
が
、
任
期
付
職
員
と
し
て
町
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
室
に
勤
務
し
て
１
年
が

経
ち
ま
し
た
。

　

プ
ロ
野
球
選
手
引
退
後
、
球
団
職
員
を
経

て
町
の
任
期
付
職
員
と
な
っ
た
池
田
主
査
は
、

こ
れ
ま
で
と
は
違
う
慣
れ
な
い
環
境
に
も
順

応
し
、
足
寄
高
等
学
校
野
球
部
の
指
導
を
中

心
に
町
内
外
の
児
童
・
生
徒
に
野
球
指
導
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
町
内
各
学
校
で
ス
ポ
ー

ツ
実
技
の
指
導
な
ど
を
精
力
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。

　

２
年
目
と
な
る
今
年
は
、
昨
年
以
上
に
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
予
定

に
し
て
い
ま
す
。
町
で
見
か
け
た
と
き
に
は

気
軽
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

●
情
報
紙
「
え
ん
ぜ
る
」
編
集
員

　

子
育
て
支
援
情
報
紙
「
え
ん
ぜ
る
」
を
月

１
回
発
行
し
、
乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者
向
け

に
子
育
て
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
編
集
会
議
へ
の
参
加
や
原
稿
を
執
筆
し

て
い
た
だ
け
る
編
集
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
中
の
マ
マ
や
子
育
て
を
終
え
た
先
輩

マ
マ
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 

☎

25

－

３
１
８
８

●
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」
運
営
ス
タ
ッ
フ

　

子
育
て
支
援
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」
は
、

不
用
に
な
っ
た
子
ど
も
服
な
ど
の
提
供
や
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
等
の
貸
し
出
し
を
、
毎
月

１
回
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
前
日
準
備
と
当
日
運
営
を
手
伝
っ
て
く
れ

る
女
性
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 

☎

25

－

３
１
８
８

●
町
民
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
展
作
品

　

町
民
セ
ン
タ
ー
の
ロ
ビ
ー
を
利
用
し
て
、

趣
味
な
ど
で
制
作
し
た
各
種
作
品
や
撮
影
し

た
写
真
な
ど
を
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
個

人
、
団
体
問
わ
ず
作
品
を
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
の
で
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 

☎

25

－

３
１
８
８

【
教
育
相
談
電
話
】

　

子
育
て
や
家
庭
教
育
を
は
じ
め
、
教
育
に

関
す
る
お
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
教
育
委

員
会
で
は
、
教
育
相
談
専
用
電
話
を
設
置
し
、

悩
み
や
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

相
談
専
用
電
話　

☎

25

－

４
９
７
６

　

（
よ
く
な
ろ
う
と
覚
え
て
く
だ
さ
い
）

相
談
内
容

　

学
校
生
活
、
い
じ
め
、
異
性
、
交
友
、
非

行
、
子
育
て
、
し
つ
け
、
生
活
な
ど

受
付
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

相
談
員

詳
　
細　

生
涯
学
習
室 

☎

25

－

３
１
８
８

●
６
月
は
「
環
境
月
間
」
で
す

　

環
境
の
こ
と
を
学
び
、
考
え
る
き
っ
か
け

づ
く
り
と
し
て
、
図
書
館
で
は
「
は
じ
め
よ

う
～
地
球
と
人
に
や
さ
し
い
読
書
時
間
」
を

テ
ー
マ
に
、
環
境
に
関
連
す
る
図
書
を
展
示

し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
テ
レ
ビ
な
ど
を
消

し
て
、
読
書
や
読
み
聞
か
せ
に
取
り
組
ん
で

は
ど
う
で
す
か
。

●
夏
休
み
の
お
す
す
め
図
書

　

図
書
館
で
は
、
小
中
学
校
の
夏
休
み
期
間

に
合
わ
せ
て
「
北
海
道
青
少
年
の
た
め
の
２

０
０
冊
」
の
中
か
ら
、
夏
休
み
に
お
す
す
め

の
図
書
を
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
第
65

回
「
青

少
年
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
課
題
図
書
」

も
展
示
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
未
返
却
の
図
書
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

図
書
の
貸
出
期
間
は
２
週
間
で
す
。
お
手

元
に
返
し
忘
れ
て
い
る
本
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

図
書
館
（
町
民
セ
ン
タ
ー
内
）
ま
で
返
却
を

お
願
い
し
ま
す
。
図
書
館
が
閉
館
中
は
、
町

民
セ
ン
タ
ー
入
口
に
設
置
し
て
あ
る
「
返
却

ポ
ス
ト
」
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

児
童
館
分
館
（
児
童
館
あ
し
ょ
べ
ー
る
内
）

で
返
却
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

読
み
聞
か
せ

●
絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」

開
催
日
　
６
月
22

日
㈯
　
７
月
27

日
㈯

　
　
　
　
８
月
24

日
㈯

時
　
間　

午
前
10

時
30

分
～
11

時

場
　
所　

図
書
館
ル
イ
カ

対
　
象　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年

詳
　
細　

絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」
事
務
局

 

☎

25

－

４
９
７
４

●
「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」

開
催
日
　
６
月
５
日
㈬
　
７
月
３
日
㈬

　
　
　
　
８
月
７
日
㈬

時
　
間　

午
前
11

時
～
11

時
30

分

場
　
所　

図
書
館
ル
イ
カ

対
　
象　

乳
幼
児

詳
　
細　

「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」
事
務
局

 

☎

25

－

４
９
７
４

※
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

町
内
の
各
学
校
や
図
書
館
ル
イ
カ
な
ど
で

読
み
聞
か
せ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
い

る
、
絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」
と
「
お
は
な

し
た
ん
ぽ
ぽ
」
で
は
、
読
み
聞
か
せ
に
興
味

が
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
お
手
伝
い

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
当
日
会
場
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

詳
　
細　

図
書
館 

☎

25

－

３
１
８
９

貸
出
ラ
ン
キ
ン
グ

　

昨
年
11

月
に
図
書
館
が
オ
ー
プ
ン
し
て
か

ら
、
４
月
末
日
ま
で
に
借
り
ら
れ
た
図
書
ベ

ス
ト
３
を
紹
介
し
ま
す
。

●
一
般
書

１
位
『
愛
な
き
世
界
』

　
　
　

三
浦
し
を
ん
／
著　

中
央
公
論
新
社

２
位
『
大
家
さ
ん
と
僕
』

　
　
　

矢
部
太
郎
／
著　

新
潮
社

３
位
『
あ
る
男
』

　
　
　

平
野
啓
一
郎
／
著　

文
藝
春
秋

●
児
童
図
書

１
位
『
お
し
り
た
ん
て
い
　
プ
プ
ッ
き
え
た

お
べ
ん
と
う
の
な
ぞ
！
』

　
　
　

ト
ロ
ル
／
さ
く　

ポ
プ
ラ
社

２
位
『
ポ
ケ
モ
ン
を
さ
が
せ
！
フ
ァ
イ
ア
レ

ッ
ド
リ
ー
フ
グ
リ
ー
ン
』

　
　
　

相
原
和
典
／
画　

小
学
館

３
位
『
お
し
り
た
ん
て
い
　
い
せ
き
か
ら
の

Ｓ
Ｏ
Ｓ
』

　
　
　

ト
ロ
ル
／
さ
く　

ポ
プ
ラ
社

詳
　
細　

図
書
館 

☎

25

－

３
１
８
９

図
書
館
休
館
日

　

６
月
か
ら
８
月
ま
で
の
休
館
日
で
す
。

　

図
書
館
は
月
曜
日
が
休
館
で
す
。

６
月　

３
日
、
10

日
、
17

日
、
24

日

７
月　

１
日
、
８
日
、
15

日
、
22

日
、

　
　
　

29

日

８
月　

５
日
、
12

日
、
19

日
、
26

日
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交通安全のために

　里見が丘公園の「お山の複合遊具」が大型

連休初日にオープンしました。完成を待ちわ

びていた多くの親子連れが町内外から訪れ、

大盛況となりました。大型のすべり台や吊り

橋、ネット遊具では順番待ちの列もでき、子

どもたちは歓声を上げながら力いっぱい遊ん

でいました。

　帯広信用金庫足寄支店（本多一仁支店長）、

北海道銀行足寄支店（木村基支店長）、町商

工会（丸山勝由会長）の職員16人が清掃奉仕

活動を行いました。地域貢献活動の一環とし

て例年実施しているもので、参加者は町道東

通り沿いなどに捨てられた空き缶などをごみ

袋いっぱいに拾い集めました。

まちをきれいに

　町内の各小学校で交通安全教室が行われ、

本別警察署の各交番職員や町交通安全指導員

らから交通ルールを学びました。児童は正し

い横断歩道の渡り方や信号機の見方、自転車

の乗り方などを体験しました。

※螺湾小学校の交通安全教室は、雨天のた

め校内にて交通安全講話となりました。

　町交通安全協会（菅原智美会長）の平成31

年度定期総会が消防庁舎団員研修室で行われ、

同協会の会員ら約30人が出席しました。菅原

会長が「今日で交通事故死ゼロが２８０２日

となった。今後も皆さんのご協力を得ながら、

さまざまな所で啓発を行いたい」とあいさつ

しました。

4/2
2

家族連れでにぎわう

　道立青少年体験活動支援施設ネイパル足寄

（杉山良雄所長）で春のこどもフェスティバ

ルが開催され、町内外から約８７０が訪れま

した。会場ではウッドキャンドルや工作、縁

日ひろばなどの体験コーナーのほか雌阿寒太

鼓演奏、吹奏楽ダンス＆プレイなど多彩な催

しが開催され、にぎわいをみせました。

5/6

団結・連帯のために
　第90回メーデー足寄地区集会（足寄地区連

合会主催）が行われ、町内の労働組合員やそ

の家族など１２２人が参加しました。参加者

は「核兵器の廃絶」などを訴えながら市街地

を行進しました。その後、集会が行われ参加

者全員でメーデー宣言を採択し、労働者の暮

らしを守ることを誓いました。

4/2
6

5/11

町ホームページのあしょろルポでは、取材写真

を多数掲載しています。ぜひご覧ください。

4/26大きな拍手に包まれて

　任期満了に伴い安久津勝彦町長の退任式が

消防庁舎団員研修室で行われました。職員ら

を前に「災害などさまざまな困難もあったが、

皆さんの協力に支えられた４期16年だった。

情報収集を心掛け、町民のためという視点を

忘れず、職場の仲間と相談し合える職場環境

を大切にしてほしい」と語り掛けました。

横断歩道は手を上げてお山の遊具がオープン

4/24
4/2

3

5/9

足寄小学校

芽登小学校大誉地小学校

4/27
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親子でみそ造り

　子どもや高齢者、障がいのある方などに栄

養のある食事や憩いの場を提供することを目

的とした「ひまわり食堂　足寄」（高道洋子

会長）が老人憩の家にオープンしました。初

日となるこの日は町内外から子どもやその保

護者など32人が訪れ、十勝産の野菜などがふ

んだんに使われた食事を楽しみました。

みんなでいただきます

　大誉地小学校ＰＴＡと地元住民らが地元産

の大豆を使ったみそ造り体験会をらわん蕗の

里で開催しました。足寄農産物加工研究会（岩

原榮会長）の会員４人の指導で、同校児童と

保護者ら42人が11キロの樽４つ分のみそを仕

込みました。参加者が手分けして作ったみそ

は熟成させて約１年後に完成します。

5/12

いきいきと共に学びあう
　町教育委員会主催によるふるさと足寄１０

０年塾「生きがいスクール」の入塾式が町民

センターで行われ、16期生12人が入塾しまし

た。塾長の藤代和昭教育長から塾生証を受け

取った髙橋哲也　は「楽しく生きる知恵を学

び、地域活動に貢献できるよう努めます」と

誓いの言葉を述べました。

5/15

5/15消防署の仕事を学ぶ
　足寄小学校（鈴木洋孝校長）の４年生41人

が、社会科見学のため足寄消防署を訪れ、暮

らしを守ることの大切さを学びました。児童

らは、消防署職員から消防車の仕組みや職員

の一日の流れ、訓練などについて説明を受け、

救急車・消防車への乗車や放水活動を体験し

ました。

さ
ん

5/18

１年生：Get the flag!!

足
寄
中
学
校
体
育
祭

　
　
　

月
25
日
足
寄
中
学
校
（
長
江
教
貴
校

長
）
の
体
育
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
生
徒
を

代
表
し
て
池
田
詩
織
生
徒
会
長
が
「
青
組
も

赤
組
も
こ
の
日
の
た
め
に
精
い
っ
ぱ
い
練
習

し
て
き
ま
し
た
。
今
日
は
勝
っ
て
も
負
け
て

も
悔
い
の
残
ら
な
い
よ
う
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

生
徒
は
「
『
限
界
突
破
』
１
０
０
％
を
超

え
て
い
け
！
」
の
体
育
祭
テ
ー
マ
の
下
、
優

勝
目
指
し
気
迫
あ
ふ
れ
る
競
技
を
見
せ
、
詰

め
か
け
た
保
護
者
ら
か
ら
大
き
な
声
援
が
飛

ん
で
い
ま
し
た
。

【
よ
く
あ
る
お
問
合
せ
】

Ｑ
：
電
池
だ
け
で
利
用
で
き
ま
す
か
。

Ａ
：
通
常
時
は
コ
ン
セ
ン
ト
に
繋
ぎ
、
電
池
を

入
れ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
電
池
だ
け
で
は
約

１
日
し
か
動
き
ま
せ
ん
。

Ｑ
：
録
音
ラ
ン
プ
が
赤
く
点
滅
し
て
い
る
が
故

障
で
す
か
。

Ａ
：
故
障
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
聞
き
直
し
機
能

に
よ
り
、
放
送
が
自
動
録
音
さ
れ
る
と
点
滅
し

ま
す
。
気
に
な
る
場
合
は
、
録
音
さ
れ
て
い
る

放
送
を
全
て
再
生
す
る
と
点
滅
が
消
え
ま
す
。

　

そ
の
他
ご
不
明
な
点
は
、
担
当
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

５

町
防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機
の

　

受
け
取
り
は
お
済
み
で
す
か
？

　

町
で
は
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
更
新

に
伴
い
、
町
内
の
全
世
帯
お
よ
び
事
業
所
に
戸

別
受
信
機
の
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

戸
別
受
信
機
を
設
置
す
る
と
、
聞
こ
え
づ
ら

い
な
ど
の
問
題
を
解
消
し
室
内
で
情
報
を
聞
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
聞

き
逃
し
て
し
ま
っ
た
放
送
を
再
生
す
る
機
能
も

付
い
て
い
る
た
め
、
よ
り
確
実
に
情
報
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

新
し
い
戸
別
受
信
機
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
方

　

役
場
２
階
総
務
課
企
画
調
整
担
当
に
て
貸
し

付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
越
し
く
だ
さ

い
。

※
足
が
不
自
由
な
方
等
で
来
庁
が
難
し
い
方
に

は
別
途
対
応
し
ま
す
の
で
、
工
事
業
者
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

新
し
い
戸
別
受
信
機
を
受
け
取
っ
て
い
る
方

　

新
し
い
戸
別
受
信
機
を
設
置
い
た
だ
き
、
放

送
が
鳴
っ
て
い
る
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
放

送
が
鳴
ら
な
い
場
合
は
、
必
ず
工
事
業
者
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

※
工
事
業
者
ま
た
は
役
場
へ
ご
連
絡
が
な
い
場

合
、
業
者
は
伺
い
ま
せ
ん
の
で
ご
留
意
願
い
ま
す
。

工
事
業
者　

横
山
・
北
口
経
常
建
設
共
同
企
業

体
現
場
代
理
人
（
和
田
）　

 
☎
０
９
０

－

３
１
１
８

－

８
２
０
５

詳
　
　
細　

役
場
総
務
課
企
画
調
整
担
当

 
☎
25

－

２
１
４
１
内
線
３
１
８

３年生：魔法のじゅうたん ２年生：ムカデで抜かせ !!

◎
６
月
末
を
も
ち
ま
し
て
、

旧
戸
別
受
信
機
の
放
送
を

終
了
す
る
予
定
で
す
。

新　戸別受信機

旧　戸別受信機
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国民健康保険被保険者証
（兼高齢受給者証）が変わります

　

結
カ
フ
ェ
は
、
介
護
を
し
て
い
る
方
、
介

護
を
受
け
て
い
る
方
、
介
護
経
験
者
、
介
護

に
心
配
の
あ
る
方
な
ど
、
ど
な
た
で
も
ご
利

用
い
た
だ
け
る
場
と
し
て
、
平
成
28

年
度
か

ら
高
齢
者
等
複
合
施
設
む
す
び
れ
っ
じ
地
域

交
流
ス
ペ
ー
ス
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

カ
フ
ェ
に
は
一
般
住
民
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、

む
す
び
れ
っ
じ
を
利
用
し
て
い
る
高
齢
者
や

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
、
む
す
び
れ
っ
じ
職
員
（
介

護
福
祉
士
等
）
、

福
祉
課
職
員
（
保

健
師
・
社
会
福

祉
士
等
）
が
参

加
し
、
交
流
や

介
護
に
ま
つ
わ

る
情
報
交
換
や

相
談
を
受
け
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
交
流
に
加
え
「
介
護
に
役
立

つ
ミ
ニ
講
話
」
を
企
画
し
、
第
１
回
目
を
５

月
20

日
に
開
催
し
ま
し
た
。
講
話
内
容
は
「
お

口
の
健
康
か
ら
始
ま
る
介
護
予
防
の
話
」
と

題
し
て
、
福
祉
課
の
歯
科
衛
生
士
を
講
師
に

お
口
の
体
操
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
真
剣
な
様
子
で
話
を
聞
き
、
体

操
で
は
時
折
笑
い
声
が
上
が
る
な
ど
、
楽
し

く
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
日
は

町
内
の
介
護
施
設
（
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
う
ら
ら
花
）
の
利
用
者
と
職
員
も
参
加
さ

れ
、
講
話
後
に
お
茶
と
お
菓
子
を
囲
ん
で
む

す
び
れ
っ
じ
の
利
用
者
と
楽
し
く
交
流
し
て

い
ま
し
た
。

結
む

す

び

カ
フ
ェ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

今
回
、
講
話
で
行
っ
た
お
口
の
体
操
の
一

部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

唇
・
舌
の
運
動
「
パ
タ
カ
ラ
体
操
」

　

こ
の
体
操
は
「
パ
」「
タ
」「
カ
」「
ラ
」

の
４
文
字
を
発
音
す
る
た
め
「
パ
タ
カ

ラ
体
操
」
と
呼
ば
れ
お
り
、
発
音
す
る

こ
と
で
食
べ
物
を
の
ど
の
奥
ま
で
運
ぶ

筋
肉
を
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

誰
で
も
簡
単
に
生
活
に
取
り
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
体
操
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

皆
さ
ん
も
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

①
同
じ
音
を
繰
り
返
し
発
音

「
パ
パ
パ
パ
パ
、
タ
タ
タ
タ
タ
、
カ
カ

カ
カ
カ
、
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
…
」

②
繰
り
返
し
発
音
す
る

「
パ
タ
カ
ラ
、
パ
タ
カ
ラ
、
パ
タ
カ
ラ
…
」

詳　

細　

役
場
福
祉
課

　
　
　
　
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
25

ー
９
２
０
０

　
　
　
　

高
齢
者
等
複
合
施
設
む
す
び
れ
っ
じ

☎
28

ー
０
１
７
７

結
カ
フ
ェ

時　

間　

午
前
10

時

　
　
　
　
　
　
　

～
11

時
30

分

場　

所　

む
す
び
れ
っ
じ

　
　
　
　

（
北
２
条
４
丁
目
41

番
地
）

今
後
の
予
定

　

７
月
１
日
㈪

　

「
高
齢
者
の
水
分
補
給
と

　
　
　
　
　

排
泄
の
お
話
・
茶
話
会
」

　

10

月
７
日
㈪

　

「
福
祉
用
具
展
示
会
・
茶
話
会
」

料　

金　

１
０
０
円
（
お
茶
代
）

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
持
ち
し
て
い
ま
す
。

　国民健康保険に加入している方に現在交付している「国民健康保険被保険者証」と70歳から74歳までの

方に現在交付している「国民健康保険高齢受給者証」は７月31日をもって有効期限を迎えます。

　８月１日から使用できる新しい「国民健康保険被保険者証」と「国民健康保険高齢受給者証」は、保険

証と高齢受給者証が一体化したカードとなります。７月末までに各家庭に郵送しますので、新しい国民健

康保険被保険者証（兼高齢受給者証）が届きましたら、必ず住所、氏名、生年月日等の記載内容を確認し

てください。

　なお「国民健康保険被保険者証」の有効期限が、原則毎年７月31日に変更になりましたのでご注意くだ

さい。ただし、更新日までに75歳に到達する方などは異なる場合があります。

高齢受給者証の窓口負担割合

区　分 窓口負担割合

住民税の課税標準額が１４５万円未満の方 ２割

住民税の課税標準額が１４５万円以上の方（現役並み所得者） ３割

※現役並み所得者と判定された場合に、総収入額が基準収入額に当てはまる方については、申請により

窓口負担割合が２割になります。

詳　細　役場住民課保険担当　☎２５－２１４１内線２１５

【資格喪失後受診にご注意ください】

　資格喪失後受診とは、すでに資格を喪失し無効となった被保険者証で受診することをいいます。

就職等で足寄町国民健康保険（足寄町国保）以外の健康保険等に加入すると、その保険の資格取得

日から足寄町国保の被保険者証は使用できません。新しい保険の資格取得後に医療機関を受診する

際に、足寄町国保の被保険者証を使用した場合は、医療費の一部を足寄町に返還していただくこと

になります。

　また、社会保険の加入等により国保資格を喪失した場合は手続きが必要ですので、役場住民課保

険担当までお越しください。
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カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
を
解
消
し
て

高
血
圧
や
動
脈
硬
化
を
予
防
す
る

ま
ち
の
健
康
だ
よ
り

　

日
本
人
に
必
要
と
さ
れ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
所

要
量
は
、
成
人
で
は
１
日
６
０
０
㎎
で
す
が

「
国
民
健
康
栄
養
調
査
」
に
よ
る
と
、
ど
の

年
代
も
毎
年
こ
の
数
値
に
は
達
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
役
割
や
効
果
的

な
摂
取
方
法
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

カ
ル
シ
ウ
ム
が
不
足
す
る
と
血
圧
が
上
昇

　

体
内
の
カ
ル
シ
ウ
ム
の
大
半
は
骨
に
貯
蔵

さ
れ
、
残
り
の
わ
ず
か
１
％
が
血
管
な
ど
の

細
胞
で
使
わ
れ
ま
す
。
骨
以
外
の
細
胞
で
使

わ
れ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
は
微
量
で
す
が
、
心
臓

の
筋
肉
や
脳
の
神
経
細
胞
の
働
き
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
な
ど
、
生
命
に
か
か
わ
る
非
常

に
重
要
な
役
割
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂
取
量
が
不
足
す
る
と
、
体

は
危
機
感
を
覚
え
て
骨
に
貯
蔵
さ
れ
て
い
る

カ
ル
シ
ウ
ム
を
取
り
出
し
て
体
内
（
細
胞
）

に
補
お
う
と
し
ま
す
。
不
足
し
た
状
態
が
続

く
と
骨
か
ら
の
補
給
量
が
ど
ん
ど
ん
増
加
し

て
し
ま
い
、
血
液
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
濃
度
が

高
く
な
り
、
カ
ル
シ
ウ
ム
は
血
管
に
取
り
込

ま
れ
血
管
壁
を
収
縮
さ
せ
ま
す
。
血
管
壁
が

収
縮
す
る
と
血
液
の
流
れ
が
悪
く
な
る
の
で

心
臓
は
よ
り
強
い
力
で
血
液
を
送
り
出
そ
う

と
、
血
圧
が
上
昇
し
、
高
血
圧
に
な
り
や
す

く
な
り
ま
す
。

カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
は
血
管
系
疾
患
の
引

き
金
に

　

高
血
圧
は
塩
分
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
の
取
り

過
ぎ
が
主
な
原
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
血

圧
と
な
る
過
程
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
塩
分

を
多
く
取
る
と
カ
ル
シ
ウ
ム
が
体
外
へ
排
泄

さ
れ
て
し
ま
い
、
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
に
陥
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
高
血
圧
の

予
防
や
改
善
に
は
、
塩
分
の
取
り
過
ぎ
に
加

え
、
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
に
も
注
意
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
す
。

　

カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
は
さ
ら
に
、
動
脈
硬
化

を
招
く
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
血
液
中
の
カ

ル
シ
ウ
ム
が
増
え
る
と
血
管
が
硬
く
な
り
血

管
の
内
側
が
傷
つ
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
傷

が
出
来
る
と
そ
こ
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
等
が

付
着
す
る
た
め
、
血
液
の
流
れ
が
悪
化
し
、

血
管
そ
の
も
の
も
も
ろ
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
（
動
脈
硬
化
の
状
態
）
。

　

カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
は
、
高
血
圧
や
動
脈
硬

化
と
い
っ
た
血
管
系
疾
患
の
引
き
金
に
な
る

と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

カ
ル
シ
ウ
ム
を
上
手
に
取
る
に
は

【
カ
ル
シ
ウ
ム
を
取
り
や
す
い
食
品
】

牛
乳
・
乳
製
品
（
チ
ー
ズ
・
ヨ
ー
グ
ル
ト
等
）

小
魚
（
イ
ワ
シ
・
シ
シ
ャ
モ
等
）

豆
類
と
豆
製
品
（
納
豆
、
豆
腐
等
）

緑
黄
色
野
菜
（
小
松
菜
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
等
）

　

成
人
が
１
日
に
必
要
と
す
る
カ
ル
シ
ウ
ム

所
要
量
の
６
０
０
㎎
は
、
牛
乳
コ
ッ
プ
３
杯

分
（
６
０
０
ml

）
に
相
当
し
ま
す
。
た
だ
し
、

カ
ル
シ
ウ
ム
は
体
内
で
の
吸
収
率
が
よ
く
あ

り
ま
せ
ん
。
最
も
吸
収
率
が
よ
い
牛
乳
で
も

50
％
程
度
、
他
の
食
品
で
は
20

～
30

％
程
度

で
す
。

　

カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
高
め
る
た
め
に
は
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
働
き
が
必
要
で
す
。
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
は
イ
ワ
シ
な
ど
の
青
魚
類
や
き
の
こ
類

に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
紫
外
線
を
浴
び
る
こ
と
で
体
内
で
ビ

タ
ミ
ン
Ｄ
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。
せ
っ
か
く
カ

ル
シ
ウ
ム
を
た
く
さ
ん
取
っ
て
も
、
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
が
足
り
て
い
な
い
と
吸
収
率
が
低
下
し

て
し
ま
い
ま
す
。
散
歩
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な

ど
で
、
紫
外
線
を
適
度
に
浴
び
る
こ
と
も
大

切
で
す
。

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
も
一
緒
に
取
る
と
効
果
的

　

塩
分
の
取
り
過
ぎ
の
他
に
カ
ル
シ
ウ
ム
の

吸
収
や
働
き
を
妨
げ
る
要
因
に
も
注
意
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

リ
ン
は
取
り
過
ぎ
る
と
カ
ル
シ
ウ
ム
を
体

外
へ
排
出
す
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。
リ
ン
は

食
品
添
加
物
と
し
て
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
や

清
涼
飲
料
水
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
も
腸
で
の
カ
ル
シ
ウ
ム

の
吸
収
を
妨
げ
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
食
品
の
取
り
過
ぎ
、
飲
み
過
ぎ
に
は
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
が
不
足
す
る
と
、

体
内
で
カ
ル
シ
ウ
ム
が
う
ま
く
働
か
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
は
骨
、
筋

肉
、
神
経
な
ど
で
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
出
入
り

を
調
整
す
る
役
割
を
し
て
い
ま
す
。
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
は
緑
黄
色
野
菜
の
他
に
豆
類
や
海
藻

類
、
ナ
ッ
ツ
類
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
本
町
の
螺
湾
ブ
キ
も
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
を
多
く
含
ん
で
い
ま
す
。
ぜ
ひ
旬
の
螺
湾

ブ
キ
を
食
べ
て
効
果
的
に
カ
ル
シ
ウ
ム
を
摂

取
し
ま
し
ょ
う
。

詳　

細　

役
場
福
祉
課
保
健
推
進
担
当

 

☎
25

－

２
５
７
１

◯
防
衛
施
設
周
辺
整
備
事
業
補
助
金

（
民
生
安
定
施
設
助
成
事
業
）

　

防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境
の
整
備
等
に

関
す
る
法
律
第
８
条
の
規
定
に
基
づ
く
民
生

安
定
施
設
の
助
成
事
業
は
、
防
衛
施
設
の
設

置
ま
た
は
運
用
に
よ
り
、
そ
の
周
辺
地
域
の

住
民
の
生
活
等
が
阻
害
さ
れ
る
と
認
め
ら
れ

る
場
合
、
そ
の
障
害
の
緩
和
に
役
立
て
る
た

め
に
地
方
公
共
団
体
に
対
し
行
わ
れ
ま
す
。

〇
令
和
２
年
度
事
業
要
望

　

防
衛
施
設
周
辺
整
備
事
業
に
よ
り
足
寄
弾

薬
支
処
周
辺
地
域
の
対
象
地
区
生
産
者
の
安

定
的
な
所
得
を
確
保
す
る
た
め
の
農
業
用
機

械
の
更
新
を
目

的
と
し
て
、
本

年
５
月
か
ら
６

月
に
足
寄
弾
薬

支
処
、
帯
広
駐

屯
地
、
帯
広
防

衛
支
局
、
北
海

道
防
衛
局
に
伺

い
ま
し
た
。

◯
補
助
金
活
用
事
例

・
平
成
29

年
度
導
入

・
平
成
30

年
度
導
入

◯
令
和
元
年
度
導
入
予
定

・
高
規
格
救
急
自
動
車　

・
小
麦
コ
ン
バ
イ
ン

防
衛
施
設
周
辺
整
備
事
業
補
助
金
が

活
用
さ
れ
て
い
ま
す

消防ポンプ自動車１台小麦コンバイン１台

福
祉
医
療
（
重
度
・
ひ
と
り
親
・
乳
幼
児
お
よ
び
児
童
）

受
給
者
証
を
更
新
し
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
福
祉
医
療
（
重
度
・
ひ
と

り
親
・
乳
幼
児
お
よ
び
児
童
）
受
給
者
証
は
、

７
月
31

日
を
も
っ
て
有
効
期
間
が
満
了
と
な

り
ま
す
。

　

８
月
１
日
以
降
使
用
で
き
る
新
し
い
受
給

者
証
は
７
月
下
旬
に
各
家
庭
に
郵
送
し
ま
す

の
で
、
新
し
い
受
給
者
証
が
届
き
ま
し
た
ら
、

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
等
の
記
載
内
容
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
本
町
は
福
祉
医
療
の
受
給
資
格
に
所
得
制

限
を
設
け
て
お
り
、
受
給
者
証
更
新
の
際
に

所
得
超
過
等
に
よ
り
、
受
給
資
格
非
該
当
と

な
っ
た
方
に
も
そ
の
旨
通
知
し
ま
す
。

※
現
在
お
持
ち
の
受
給
者
証
は
、
８
月
１
日

以
降
に
各
自
で
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

※
道
外
で
受
診
し
た
場
合
や
受
給
者
証
を
提

示
せ
ず
医
療
機
関
を
受
診
し
た
場
合
は
、
申

請
す
る
こ
と
で
後
日
払
い
戻
し
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

福
祉
医
療
助
成
制
度
の
種
類

●
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

　

心
身
に
重
度
の
障
害
を
持
つ
方
の
医

療
費
の
一
部
を
北
海
道
と
町
が
助
成
し

ま
す
。

●
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
制
度

　

ひ
と
り
親
家
庭
（
母
子
家
庭
・
父
子

家
庭
）
の
お
母
さ
ん
・
お
父
さ
ん
・
お

子
さ
ん
の
医
療
費
の
一
部
を
北
海
道
と

町
が
助
成
し
ま
す
。

●
乳
幼
児
及
び
児
童
医
療
費
助
成
制
度

　

中
学
生
以
下
（
中
学
校
修
了
前
）
の

お
子
さ
ん
の
医
療
費
の
一
部
を
北
海
道

と
町
が
助
成
し
ま
す
。

詳　

細　

役
場
住
民
課
保
険
担
当

☎
25
ー
２
１
４
１
内
線
２
１
７
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螺湾ブキ収穫

い
つ
も
の
む　

い
つ
も
の
水
に　

日
々
感
謝

 
あ
し
ょ
ろ
の
上
下
水
道

第17号

水
道
メ
ー
タ
ー
定
期
取
替
の
お
知
ら
せ
！

下
水
道
に
接
続
し
ま
し
ょ
う
！

料
金
の
お
支
払
い
に
つ
い
て

日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
！

　

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
に
基
づ
き
、

８
年
ご
と
に
新
し
い
も
の
と
取
り
替
え
て
い

ま
す
。
該
当
す
る
水
道
メ
ー
タ
ー
に
つ
き
ま

し
て
は
、
請
負
業
者
か
ら
お
客
様
へ
取
替
作

業
の
お
知
ら
せ
を
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
お
客
様
に
メ
ー
タ
ー
取
替
費
用
を

請
求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
た
だ
し
、
メ
ー
タ
ー
取
替
以
外
に
消
耗
し

た
部
品
交
換
や
漏
水
修
理
は
お
客
様
負
担
と

な
り
ま
す
。

○
取
替
作
業
は
役
場
建
設
課
上
下
水
道
室
で

契
約
し
た
「
請
負
業
者
」
が
行
い
ま
す
。

○
取
替
作
業
時
に
お
客
様
が
立
会
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
は
物
を
置
か

な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
メ
ー
タ
ー
取
替
完
了
後
、
水
の
使
い
始
め

に
空
気
や
濁
っ
た
水
が
出
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
し
ば
ら
く
出
し
て
い
た
だ
く
と
通

常
の
状
態
に
戻
り
ま
す
。

　

下
水
道
に
接
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
清
潔

で
快
適
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
と
と

も
に
、
自
然
環
境
の
保
全
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
地
域
は

速
や
か
に
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

資
金
融
資
制
度
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

料
金
の
お
支
払
い
は
口
座
振
替
が
大
変
便

利
で
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
左
記
金
融
機
関
ま
た
は
役

場
建
設
課
上
下
水
道
室
窓
口
に
て
、
通
帳
な

ど
口
座
番
号
の
分
か
る
も
の
、
口
座
登
録
の

印
鑑
を
お
持
ち
の
上
、
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
口
座
の
手
続
き
は
上
下
水

道
室
窓
口
で
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

【
口
座
振
替
日
】

　
　

各
種
水
道
料
金
～
毎
月
23

日

　
　

下
水
道
料
金
～
毎
月
25
日

【
口
座
振
替
可
能
な
金
融
機
関
】

　
　

北
海
道
銀
行
足
寄
支
店

　
　

帯
広
信
用
金
庫
足
寄
支
店

　
　

足
寄
町
農
業
協
同
組
合

　
　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

詳　

細

　
　

役
場
建
設
課
上
下
水
道
工
務
担
当
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２
１
４
１
内
線
３
５
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・
普
段
の
使
用
水
量
よ
り
も
異
常
に
水
量
が

　

上
が
っ
て
い
る
と
き

・
検
針
票
と
一
緒
に
「
異
常
水
量
の
お
知
ら

　

せ
」
が
投
函
さ
れ
て
い
る
と
き

・
水
を
使
っ
て
い
な
い
の
に
「
シ
ュ
ー
」　

　

と
い
う
音
が
聞
こ
え
る
と
き

　

以
上
に
あ
て
は
ま
る
と
き
は
漏
水
の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
役
場
建
設
課
上
下
水
道
室

ま
た
は
町
の
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

排水設備等改造資金補助金が交付されます

種　　　　別 水洗トイレ 排水設備
水洗トイレ

＋排水設備

補助金額

３年以内 35,000円 15,000円 50,000円

４年以内 33,000円 12,000円 45,000円

５年以内 30,000円 10,000円 40,000円

※ 補助の限度個数は、建物１戸につき水洗化工事・

排水設備工事それぞれ２補助までとします。

　（返済不要）

　

広
い
足
寄
町
の
魅
力
的
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト

や
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

４
月
か
ら
あ
し
ょ
ろ
観
光
協
会
で
勤
務
し

て
い
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
細
矢
千
佳
で

す
。
隔
月
で
移
住
者
目
線
で
の
足
寄
観
光
情

報
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
螺
湾
ブ
キ
】

　

螺
湾
ブ
キ
は
、
秋
田
県
以
北
か
ら
北
海
道

に
か
け
て
自
生
す
る
ア
キ
タ
ブ
キ
の
一
種
と

さ
れ
、
高
さ
２
～
３
ｍ
・
葉
の
直
径
１
ｍ
・

茎
の
直
径
が
８
㎝
を
超
え
る
巨
大
な
フ
キ
で
、

平
成
13

年
に
北
海
道
遺
産
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
見
頃
と
な
り
、
螺

湾
本
町
の
ら
わ
ん
蕗
の
里
に
て
鑑
賞
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
（
上
螺
湾
に
あ
る
鑑
賞
圃
場

は
平
成
28

年
８
月
の
台
風
被
害
に
よ
り
、
現

在
復
旧
中
で
す
）
。

　

毎
年
６
月
下
旬
に
は
、
来
場
者
自
ら
フ
キ

刈
り
を
体
験
出
来
る
「
ラ
ワ
ン
ぶ
き
刈
り
」

（
Ｊ
Ａ
あ
し
ょ
ろ
主
催
）
や
、
道
の
駅
・
寄

っ
て
美
菜
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
共
同
開

催
に
よ
る
「
ミ
ニ
ふ
き
ま
つ
り
」
も
開
催
さ

れ
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
集
ま
る
イ
ベ

ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

詳　

細　

あ
し
ょ
ろ
観
光
協
会
（
細
矢
）
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私
は
ま
だ
、
本
物
の
螺
湾
ブ
キ
を
体
験
し

た
事
が
な
い
の
で
、
秘
伝
の
ラ
ワ
ン
ブ
キ
レ

シ
ピ
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
あ
し
ょ
ろ
観
光
協

会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
い
た
だ
い
た
情

報
は
随
時
、
あ
し
ょ
ろ
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

私
は
平
成
29

年
春
に

　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

　
　
　
　
　
　
　
　

と
し
て
神
奈
川
県
横
浜

　
　
　
　
　
　
　
　

市
か
ら
移
住
し
て
き
ま

　
　
　
　
　
　
　
　

し
た
、
儀
間
雅
真
で
す
。

　

移
住
の
き
っ
か
け
は
「
狩
猟
」
を
や
っ
て

み
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が
始
ま
り
で
し
た
。

東
京
の
移
住
フ
ェ
ア
で
足
寄
町
移
住
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
ブ
ー
ス
を
訪
問
し
、
移
住
体

験
ツ
ア
ー
を
勧
め
ら
れ
て
参
加
。
そ
こ
で
の

町
の
方
々
と
の
交
流
に
よ
っ
て
移
住
の
イ
メ

ー
ジ
が
固
ま
り
、
夫
婦
で
の
移
住
を
決
断
し

ま
し
た
。

　

現
在
、
私
は
役
場
経
済
課
商
工
観
光
振
興

室
に
所
属
し
、
特
産
品
の
開
発
や
、
道
の
駅

前
で
の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
、
そ
の
他
町

主
催
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

昨
年
夏
に
は
足
寄
町
に
定
住
す
る
た
め
、

個
人
事
業
と
し
て
「G

u
e
s
t
H
o
u
s
e
 

ぎ
ま
ん

ち
」
を
開
業
し
ま
し
た
。
当
宿
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や

ネ
ッ
ト
媒
体
を
使
い
、
こ
れ
ま
で
足
寄
町
を

通
過
し
て
い
た
方
々
の
滞
在
に
繋
げ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
飲
食
提
供
を
し
て
い
な
い
の
で
、

町
の
飲
食
店
を
利
用
し
て
も
ら
い
、
町
の
経

済
の
活
性
化
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　

宿
を
開
業
し
た
こ
と
で
、
開
業
の
事
や
、

移
住
生
活
に
関
し
て
話
を
し
て
ほ
し
い
と
い

う
引
き
合
い
も
生
ま
れ
、
協
力
隊
向
け
の
研

修
会
や
東
京
で
の
移
住
イ
ベ
ン
ト
で
自
身
の

体
験
談
を
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
も

で
き
ま
し
た
。

　

任
期
最
後
の
今
年
度
は
、
移
住
の
き
っ
か

け
と
も
な
っ
た
「
狩
猟
」
を
切
り
口
と
し
た

事
業
に
重
き
を
置
い
て
活
動
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
ハ
ン
タ
ー
の
減
少
や
野
生
動
物
に

よ
る
農
林
業
被
害
の
増
加
が
全
国
的
に
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
本
町
は
十
勝
管
内
で

ト
ッ
プ
の
被
害
地
域
で
す
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、

エ
ゾ
シ
カ
の
駆
除
数
も
管
内
で
は
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
で
す
が
、
狩
猟
者
の
担
い
手
不
足
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。
エ
ゾ
シ
カ
の
利
活
用
や

狩
猟
体
験
な
ど
の
事
業
を
創
出
す
る
こ
と
は
、

そ
う
い
っ
た
課
題
解
決
の
た
め
の
一
助
に
な

る
と
考
え
ま
す
。

　

足
寄
町
に
来
て
早
く
も
２
年
が
経
ち
ま
し

た
が
、
こ
れ
ま
で
町
の
方
々
に
温
か
く
受
け

入
れ
て
頂
き
、
時
に
は
刺
激
を
受
け
、
毎
日

楽
し
く
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
足
寄
で
自
分
な
り
の
生
活
ス
タ

イ
ル
を
構
築
し
、
定
住
に
繋
げ
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
日
誌

第1回

足
寄
町
に
移
住
し
て
活
躍
す
る

隊
員
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

漏
水
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

地
震
な
ど
の
災
害
発
生
か
ら
救
援
体
制
が

整
う
ま
で
に
、
お
よ
そ
3

日
間
を
要
す
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
に
確
保
出
来
る
水
の
量
に
は
限
り

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
も

『
１
人
あ
た
り
３
㍑

　
　
　
　
　

×
３
日
分
』

　
　

の
飲
料
水
の
備
蓄
を
お
願
い
し
ま
す
。

あ
し
ょ
ろ

ふ

る

さ
と

再
発
見

　

第２回
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留
守
番
し
て
い
る
時
に
い
っ
ぱ
い
か
か
っ
て

き
た
わ
。

ユ
ミ
子
：
そ
う
い
う
時
、
ア
ユ
ミ
ち
ゃ
ん
は

最
後
ま
で
お
話
を
聞
く
の
？

ア
ユ
ミ
：
う
ん
。
「
今
よ
り
料
金
が
安
く
な

り
ま
す
」
っ
て
言
わ
れ
た
ら
つ
い
つ
い
聞
い

ち
ゃ
う
。
健
康
食
品
も
「
体
の
ど
こ
か
で
気

に
な
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
な
ん
て

聞
か
れ
る
と
、
電
話
を
切
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が

無
く
な
っ
て
…
。

ユ
ミ
子
：
電
話
勧
誘
の
場
合
、
事
業
者
は
「
最

初
に
勧
誘
者
の
氏
名
を
名
乗
る
こ
と
や
電
話

を
し
た
目
的
を
告
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

（
特
商
法
第
16

条
）
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の

よ
。
そ
れ
と
「
い
り
ま
せ
ん
」
と
断
っ
た
の

に
そ
の
ま
ま
し
つ
こ
く
勧
誘
を
続
け
た
り
、

後
で
ま
た
勧
誘
す
る
の
も
法
律
違
反
に
な
る

わ
（
同
法
第
17

条
）
。

ア
ユ
ミ
：
法
律
で
決
め
ら
れ
て
い
る
の
？

ユ
ミ
子
：
そ
う
な
の
。
他
に
も
、
一
方
的
に

勧
誘
し
続
け
て
断
る
機
会
を
奪
う
行
為
も
法

律
違
反
な
の
よ
。

ア
ユ
ミ
：
同
じ
会
社
で
も
別
の
人
か
ら
電
話

が
か
か
っ
て
き
た
時
は
ど
う
な
る
の
？

ユ
ミ
子
：
違
う
人
で
も
同
じ
商
品
な
ら
再
勧

誘
は
禁
止
よ
！

ア
ユ
ミ
：
そ
う
な
ん
だ
～
。
話
を
聞
か
な
い

で
電
話
を
切
っ
ち
ゃ
う
っ
て
い
う
の
は
ダ
メ

な
の
？

ユ
ミ
子
：
「
い
り
ま
せ
ん
」
と
か
「
関
心
あ

り
ま
せ
ん
」
っ
て
き
ち
ん
と
言
葉
に
出
し
て

断
る
方
法
が
い
い
け
ど
、
応
答
し
な
い
で
そ

の
ま
ま
電
話
を
切
る
こ
と
を
繰
り
返
し
た
時

も
「
意
思
表
示
」
し
た
こ
と
に
な
る
の
。
も

し
、
電
話
勧
誘
が
し
つ
こ
く
て
困
っ
て
い
る

人
が
い
た
ら
、
留
守
電
に
し
て
お
く
と
か
、

消
費
生
活
相
談
す
る
と
い
い
よ
っ
て
教
え
て

あ
げ
て
ね
。

ア
ユ
ミ
：
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
日
時
や
会

社
名
な
ど
を
メ
モ
し
て
お
く
と
、
後
で
相
談

す
る
時
に
参
考
に
で
き
る
ね
！

詳　

細　

消
費
生
活
相
談
所
（
南
６

－

２
）
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午
前
10

時
〜
午
後
３
時
30

分

　
　
　
　

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当
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電

話

勧

誘

の

ト

ラ

ブ

ル

防

止

の

巻

ユ
ミ
子
：
ア
ユ
ミ
ち

ゃ
ん
、
電
話
で
「
商

品
の
購
入
」
を
勧
誘

さ
れ
た
こ
と
っ
て
あ

る
？

ア
ユ
ミ
：
あ
る
あ
る
！

「
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
」

　

私
の
故
郷
、
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
。

多
く
の
足
寄
町
民
が
行
っ
た
こ
と
が
あ

り
、
ま
た
行
っ
た
こ
と
が
な
く
て
も
す

で
に
知
っ
て
い
る
人
も
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
今
回
は
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ

ン
市
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
！

　

平
成
２
年
、
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市

と
足
寄
町
が
、
国
、
文
化
を
越
え
て
友

情
を
築
く
こ
と
を
目
的
に
姉
妹
都
市
提

携
を
結
び
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
足
寄
町

さ
ま
ざ
ま
な
レ
ス
ト
ラ
ン
や
お
店
、
公
園

に
行
っ
た
り
し
て
過
ご
し
ま
す
。
ウ
ェ
タ

ス
キ
ウ
ィ
ン
市
の
主
な
産
業
は
農
業
で
、

小
麦
や
菜
種
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
豆
を

育
て
て
い
ま
す
。

　

ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市
と
足
寄
町
の
景

色
は
と
て
も
よ
く
似
て
い
ま
す
が
、
気
温

は
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市
の
方
が
も
っ
と

寒
く
、
冬
に
は
オ
ー
ロ
ラ
が
見
え
る
最
高

の
場
所
で
も
あ
る
ん
で
す
よ
！

　

皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン

市
に
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
！

か
ら
多
く
の
人
々
が
ウ
ェ
タ

ス
キ
ウ
ィ
ン
市
を
訪
れ
て
い

ま
す
が
、
昭
和
61

年
の
第
１

次
町
民
ジ
ェ
ッ
ト
か
ら
数
え

る
と
こ
れ
ま
で
32

回
、
訪
問

団
が
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市

に
行
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市
は

カ
ナ
ダ
・
ア
ル
バ
ー
タ
州
の

中
央
に
あ
る
小
さ
な
街
で
す
。

人
口
は
１
２
６
５
５
人
。
休

日
に
は
多
く
の
市
民
が
地
元

の
映
画
館
で
映
画
を
見
た
り
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
場
で
遊
ん
だ
り
、

ウェタスキウィン市役所

　

暑
い
夏
の
時
期

が
近
づ
い
て
き
ま

し
た
。
熱
中
症
で

救
急
搬
送
さ
れ
る

人
は
年
々
増
え
、

そ
の
半
数
は
65
歳

以
上
の
高
齢
者
が

占
め
て
い
ま
す
。

　

熱
中
症
は
、
気

温
や
湿
度
の
高
い
場
所
に
長
時
間
い
る
こ
と

で
、
体
内
の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
、
体
温
調
節
が
上
手
く
で
き
な
く
な
る
こ

と
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。
の
ど
が
渇
く
、

多
量
の
汗
を
か
く
な
ど
初
期
症
状
が
顕
著
で

す
が
「
隠
れ
熱
中
症
（
脱
水
）
」
は
こ
う
し

た
症
状
が
な
い
ま
ま
進
行
し
、
重
症
化
し
て

し
ま
い
ま
す
。

「
隠
れ
熱
中
症
の
特
徴
」

・
手
や
指
先
の
冷
感

・
手
足
の
し
び
れ

・
指
の
爪
を
押
し
た
と
き
、
ピ
ン
ク
色
に
戻

　

る
の
に
３
秒
以
上
か
か
る

「
隠
れ
脱
水
の
特
徴
」

・
皮
膚
に
つ
や
が
な
く
、
乾
燥
し
て
い
る

・
口
の
中
が
粘
つ
く
、
食
べ
物
が
ぱ
さ
つ
く

・
便
秘
に
な
っ
た
、
以
前
よ
り
悪
化
し
た

・
手
の
甲
を
つ
ま
み
離
し
た
後
、
つ
ま
ん
だ

　

跡
が
３
秒
以
上
残
る

・
足
の
す
ね
が
む
く
む
、
靴
下
を
脱
い
だ
後
、

　

ゴ
ム
の
跡
が
10

分
以
上
残
る

※
一
つ
で
も
該
当
が
あ
れ
ば
要
注
意
で
す
。

「
熱
中
症
、
脱
水
症
に
な
ら
な
い
た
め
に
！
」

・
水
分
補
給
～
こ
ま
め
な
水
分
補
給
（
ス
ポ

　

ー
ツ
飲
料
、
経
口
補
水
液
等
塩
分
を
含
ん

　

だ
も
の
）
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
し
っ
か

　

り
食
事
を
取
る
こ
と
で
体
内
に
た
く
さ
ん

　

の
水
分
が
入
っ
て
き
ま
す
。

・
室
内
環
境
～
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
、
こ
ま

　

め
な
換
気
、
遮
光
カ
ー
テ
ン
、
打
ち
水
等

　

で
室
温
が
上
が
り
に
く
い
環
境
の
確
保
が

　

重
要
で
す
。

・
外
出
時
～
日
傘
や
帽
子
の
着
用
、
日
陰
で

　

こ
ま
め
な
休
憩
、
通
気
性
の
良
い
衣
服
の

　

着
用
、
昼
下
が
り
外
出
は
で
き
る
だ
け
控

　

え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

熱
中
症
、
脱
水
症
は
適
切
な
予
防
を
行
え

ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
適
切
な
水
分
補

給
を
習
慣
づ
け
、
常
に
自
分
の
体
の
状
態
を

意
識
す
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

詳　

細　

足
寄
消
防
署 

☎
25

－

２
６
１
９

消防通信　第35号

前　略

足寄消防署より

「
隠
れ
熱
中
症

（
脱
水
）
」
に
ご

注
意
を
！

年
間
出
動
件
数 

（
５
月
31
日
現
在
）

救
急
出
動 

171
件
（
８
件
増
）

火
災
出
動 

５
件
（
３
件
減
）

 

※
か
っ
こ
内
は
前
年
比

入
学
児
父
母
と
連
れ
立
ち
晴
れ
ば
れ
し 

吉
田　

哲
子

Ｖ
サ
イ
ン
記
念
写
真
の
入
学
児 

小
山　

博
子

入
学
児
弾
む
足
音
ラ
ン
ド
セ
ル 

湯
浅　

保
子

手
を
母
に
引
か
れ
嬉
々
と
し
入
学
す 

山
岸　

清
子

ブ
ラ
ン
ド
品
纏
い
お
し
ゃ
ま
な
入
学
児 

坂
本　

夢
乃

入
学
児
母
の
手
の
が
れ
友
と
か
け 

多
田
す
み
子

入
学
の
八
十
人
の
中
に
孫 

高
橋
と
し
子

交
差
点
手
を
上
げ
渡
る
入
学
児 

山
本
ひ
ろ
し

見
た
ま
ま
感
じ
た
ま
ま 
足
寄
凍
土
吟
社

俳 

句

町民文芸

リ
ヴ
ァ
イ
・
セ
ン
ズ

ミセス ユミ子の

消費生活
Ｑ＆Ａ
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お
知
ら
せ

く
り
り
ん
セ
ン
タ
ー
の
休
館
に
つ
い
て

　

定
期
点
検
整
備
の
た
め
、
く
り
り
ん
セ
ン

タ
ー
は
次
の
日
程
で
休
館
し
ま
す
。
ご
み
の

搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

休
館
日　

7
月
15
日
㈪
「
海
の
日
」

詳
細　

十
勝
圏
複
合
事
務
組
合
く
り
り
ん
セ

ン
タ
ー
☎
０
１
５
５

－

37

－

３
５
５
０

母
子
健
康
手
帳
交
付
方
法
に
つ
い
て

　

妊
娠
届
け
出
時
に
は
妊
婦
本
人
の
個
人
番

号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
の
提
示
お
よ
び
身
元

確
認
が
必
要
で
す
。
や
む
を
得
な
い
理
由
に

よ
り
代
理
人
の
方
が
届
け
出
す
る
場
合
は
、

妊
婦
本
人
の
個
人
番
号
の
提
示
、
代
理
人
の

身
元
確
認
、
委
任
状
の
提
出
が
必
要
で
す
。

時
間　

午
前
８
時
35
分
～
午
後
５
時
５
分

交
付
場
所　

役
場
１
階
福
祉
課

必
要
書
類　

①
番
号
通
知
カ
ー
ド
ま
た
は
個

人
番
号
カ
ー
ド　

②
身
元
確
認
証
（
運
転
免

許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

そ
の
他　

事
前
に
連
絡
が
必
要
で
す
。
発
行

に
は
60
分
程
度
か
か
り
ま
す
。

詳
細　

役
場
福
祉
課
保
健
推
進
担
当

☎
25

－

２
５
７
１

川
の
増
水
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

ダ
ム
か
ら
水
を
流
す
と
き
は
、
サ
イ
レ
ン
・

ス
ピ
ー
カ
ー
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
サ
イ
レ

ン
等
が
鳴
っ
た
と
き
は
、
危
険
で
す
か
ら
川

に
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

詳
細　

電
源
開
発
㈱
上
士
幌
電
力
所

☎
０
１
５
６
４

－

２

－

４
１
０
１

第
１
回
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
巡
回
相
談
会

　

個
々
の
母
子
家
庭
の
母
等
の
状
況
、
職
業

適
性
、
就
業
経
験
等
に
応
じ
適
切
な
助
言
を

行
う
就
業
相
談
の
ほ
か
、
養
育
費
の
取
り
決

め
な
ど
に
関
す
る
相
談
体
制
の
整
備
や
継
続

的
生
活
指
導
を
必
要
と
し
て
い
る
母
子
家
庭

の
母
等
へ
の
支
援
を
総
合
的
に
行
う
こ
と
を

目
的
と
し
た
巡
回
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

参
加
対
象
者　

十
勝
管
内
在
住
の
母
子
家
庭

の
母
等
（
配
偶
者
の
暴
力
に
よ
り
親
と
子
で

避
難
を
し
て
い
る
事
例
等
で
、
婚
姻
の
実
態

は
失
わ
れ
て
い
る
が
、
や
む
を
得
な
い
事
情

に
よ
り
離
婚
の
届
け
出
を
行
っ
て
い
な
い
者

等
を
含
む
）
。

日
時　

6
月
26
日
㈬
午
後
１
時
30
分
～
午
後

３
時
30
分
（
予
定
）

場
所　

役
場
１
階
会
議
室
４

定
員
人
数　

４
人
（
１
人
30
分
）
※
先
着
順

参
加
費　

無
料

申
込
先
・
詳
細　

帯
広
市
社
会
福
祉
協
議
会

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
５
５

－

20

－

７
７
５
１

ご
存
じ
で
す
か
「
国
民
年
金
基
金
」

　

国
民
年
金
基
金
は
、
老
後
に
受
け
取
る
国

民
年
金
（
老
齢
基
礎
年
金
）
に
上
乗
せ
し
て
、

よ
り
豊
か
な
老
後
を
保
障
す
る
公
的
な
年
金

制
度
で
す
。
国
民
年
金
基
金
制
度
に
は
、
税

制
上
の
優
遇
処
置
が
あ
り
ま
す
。

※
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
や
海
外
に
居
住

さ
れ
て
い
る
方
で
国
民
年
金
に
任
意
加
入
さ

れ
て
い
る
方
も
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
細　

全
国
国
民
年
金
基
金
北
海
道
支
部

☎
０
１
２
０

－

65

－

４
１
９
２

６
月
は
「
外
国
人
労
働
者
問
題
啓
発
月

間
」
で
す

　

外
国
人
を
雇
い
入
れ
る
場
合
は
次
の
３
点

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
①
就
労
が
認
め
ら

れ
る
在
留
資
格
で
あ
る
こ
と
。
②
外
国
人
の

雇
い
入
れ
と
離
職
の
場
合
に
は
、
必
ず
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
に
届
け
出
を
行
う
こ
と
。
③
労
働

保
険
・
社
会
保
険
等
の
加
入
を
は
じ
め
、
適

正
な
雇
用
管
理
を
行
う
こ
と
。

詳
細　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
帯
広

☎
０
１
５
５

－

23

－

８
２
９
６

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
池
田

☎
０
１
５

－

５
７
２

－

２
５
６
１

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
帯
広
説
明
会

　

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
北
海
道
弁
護
団
主
催
に
よ

り
、
訴
訟
に
つ
い
て
の
無
料
説
明
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す
。

日
時　

６
月
29
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～
４
時

30
分

場
所　

と
か
ち
プ
ラ
ザ
講
習
室
４
０
２
（
帯

広
市
西
４
条
南
13
丁
目
）

詳
細　

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
北
海
道
弁
護
団
（
倉

本
）
☎
０
５
０

－

３
７
８
６

－

１
５
７
０

車
の
不
正
改
造
は
犯
罪
で
す

　

自
動
車
は
、
生
活
に
欠
か
せ
な
い
移
動
手

段
と
な
っ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
娯
楽
の
道

具
と
し
て
も
認
識
さ
れ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
部
品
等
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

マ
フ
ラ
ー
の
切
断
や
取
り
外
し
、
基
準
不
適

合
マ
フ
ラ
ー
の
装
着
等
の
不
正
改
造
を
施
さ

れ
た
車
両
が
存
在
し
、
国
民
生
活
の
安
全
・

安
心
を
脅
か
し
て
い
ま
す
。

　

不
正
改
造
車
を
見
か
け
た
ら
、
情
報
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

不
正
改
造
車
１
１
０
番
・
黒
煙
１
１
０
番

☎
０
１
５
５

－

33

－

３
２
８
２

詳
細　

国
土
交
通
省
北
海
道
運
輸
局
帯
広
運

輸
支
局
☎
０
１
５
５

－

33

－

３
２
８
２

要
約
筆
記
者
養
成
講
座
受
講
者
を
募
集

募
集
定
員　

40
名
程
度

開
催
日　

全
14
日
間

場
所　

道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
（
札
幌
市

中
央
区
北
２
条
西
７
丁
目
）

料
金　

受
講
料
無
料
。
テ
キ
ス
ト
代
等
は
自

己
負
担
（
約
４
５
０
０
円
）
。

申
込
期
間　

7
月
31
日
㈬
ま
で

申
込
先
・
詳
細　

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉

協
会
☎
０
１
１

－

２
５
１

－

１
５
５
１

学
院
見
学
会

　

帯
広
高
等
看
護
学
院
で
は
、
看
護
師
に
興

味
・
関
心
の
あ
る
高
校
生
以
上
の
方
を
対
象

に
、
学
院
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

７
月
26
日
㈮
午
前
の
部
（
午
前
10
時

～
11
時
30
分
）
午
後
の
部
（
午
後
１
時
～
２

時
30
分
）
、
９
月
14
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午
、

11
月
２
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午

内
容　

学
院
説
明
・
見
学
、
体
験
学
習
、
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
の
試
着
、
パ
ネ
ル
展
示
な
ど

申
込
方
法　

次
の
必
要
事
項
を
添
え
て
電
話

ま
た
は
メ
ー
ル
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
①
氏

名　

②
性
別　

③
年
齢
（
高
校
生
の
方
は
学

校
名
お
よ
び
学
年
）　

④
希
望
の
部
（
７
月

の
み
）

申
込
先
・
詳
細　

帯
広
高
等
看
護
学
院

☎
０
１
５
５

－

47

－

８
８
８
１

Ⓜo
b
i
k
a
n
@
m
2
.
o
c
t
v
.
n
e
.
j
p

放
送
大
学
に
入
学
し
ま
せ
ん
か

　

放
送
大
学
は
、
一
流
の
講
師
に
よ
る
約
３

０
０
の
科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
ほ
か
学
生
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
授
業
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

出
願
期
間　

第
１
回
８
月
31
日
㈯
、
第
２
回

９
月
１
日
㈰
～
20
日
㈮

資
料
請
求
・
詳
細　

放
送
大
学
北
海
道
学
習

セ
ン
タ
ー
☎
０
１
１

－

７
３
６

－

６
３
１
８

善
意
の
ご
寄
付
・
ご
寄
贈
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

町
へ

・
㈱
に
い
ぬ
ま
（
新
沼
靖
典
代
表
取
締
役
）

か
ら
町
民
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
図
書
館
運
営
に

役
立
て
て
も
ら
う
た
め

車
い
す
１
台

本別町から陸別町から

資料館企画展

「７月１５日本別空襲を伝える

～本別から戦争を語る～」

「銀河の森天文台」

～プラネタリウム上映情報～

　今年度は、本別空襲資料と併せ、本別町以外

の地で戦争を体験した方々の記録や実物資料を

展示するほか、室蘭空襲の写真を展示します。

ぜひ、ご来館ください。

期　間　７月２日㈫～８月31日㈯

開館時間　火～金　午前９時～午後４時

　　　　　土・日　午前９時～午後３時

休館日　月曜・祝日

　※６月23日㈰～７月１日㈪は準備のため休館

場　所　本別町歴史民俗資料館

入館料　無料

詳　細　本別町歴史民俗資料館（本別町北２丁目）

　　　　☎２２－２１４１内線４１０

　　　　または図書館☎２２－５１１２

　６月の銀河の森天文台は、毎週土曜・日曜限

定でプラネタリウムを上映します。望遠鏡によ

る星空観察と併せてぜひご覧ください。皆さん

のご来場をお待ちしています。

番組名　天文台の星空～南半球チリの星白夜～

上映時間　１回目午後３時、２回目午後５時、

　　　　　３回目午後８時（各回約35分）

定　員　１回あたり20名（当日先着順）

開館時間　午後２時～10時30分（月曜、火曜休館）

入館料　昼：大人３００円　小・中学生２００円

　　　　夜：大人５００円　小・中学生３００円

　　　　※小学生未満は無料

　　　　※お得なパスポート

　　　　大人１，０００円　小・中学生６００円

　　　　（発行日から１年有効）

木星 ･土星観望会

日　時　６月12日㈬～23日㈰

　　　　午後２時～10時30分

説明会　午後７時30分～（土曜、日曜のみ）

詳　細　銀河の森天文台　☎２７－８１００
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☆先日、健康診断を受けました。不

健全な生活の積み重ねで体重が昨

年よりも増加しており、おなかを

中心に脂身が多くなっていること

を認識させられました。この脂身

を落とすには、生活習慣の改善（適

度な運動・バランスの取れた食事・

酒量を減らす）が必要と指導を受

けました。元気で健康で楽しく毎

日を送るためにも間違った生活習

慣を見直したいと思います。

☆あなたの地域での取り組みや行事、

頑張っている人を広報で紹介して

みませんか。「家の庭で珍しい花

が咲いた」「こんな催しで地域を

盛り上げているよ」など、あなた

の身近なまちの様子を広報広聴担

当にお知らせください。情報お待

ちしております。

中鉢　陽
ひ な

菜
ち
  ゃ
   ん

 （平成29年７月１日生まれ）

　沢山言葉を覚えてきて、毎日

のお話がとても楽しいです。陽

菜からいっぱい元気をもらって

います。これからも明るく、元

気で、笑顔の素敵な女の子に育

ってね。 英治・綾香さんの子

 （北１条４丁目）

　５月25日㈯の「足寄中学校体育祭」でのス

ナップです。　

 （⇒13ページ）　

ひとのうごき

５月末の住民基本台帳

人　口　　６，８５３　人　（－15)

　男　　　３，３４２　人　（－15)

　女　　　３，５１１　人　（±０)

世　帯　　３，５０７世帯（－６)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民

を含んだ数値となっています。

武藤　に
　 　 か

ち花
ち
  ゃ
   ん

 （平成29年６月12日生まれ）

　体は小さめだけれど、とって

もパワフル。言葉も増えて、会

話も楽しめるようになってきま

した。沢山の人に出会って素敵

な女性になってほしいな。

 喜光・絵美さんの子

 （南３条４丁目）

　「うちの人気者」では２歳前後の子ども

を毎月２～３人掲載しています。

　掲載を希望される方は、お気軽に役場総

務課広報広聴担当までご連絡ください！メ

ールでも受け付けています。

☎２５－２１４１内線３３４

Mail:kouhou@town.ashoro.hokkaido.jp


